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記念講演会記念講演会

式辞を述べる髙松会頭

表彰を受け謝辞を述べる受賞者代表
（受賞者は2頁に掲載）

『激動する世界経済と日本の行方』と題した、国際
ジャーナリスト・キャスターの蟹瀬誠一氏による
講演に、集まった多くの方が熱心に聞き入りまし
た。

会員紹介コーナー

今月の
あさがおさん
 vol.38

勤務先：有限会社　中部ワークス
趣　味：アウトドア
ひと言：新しく中部ワークスの一員とな

りまして、明るく柔軟な対応
を大切に取り組んでいます。

　 充実した毎日が送れるよう、
目標を持って、これからも沢
山のことを吸収していきたい
です。

井上　綾さん
 いのうえ　　　あや　

夢をかたちにかえるクラフトマンシップがあります。

　住宅内装工事（クロス工事）を本業と
して成長し、各種内装資材の施工者を
自社で育成し、事業を拡大してきました。
　最近では、自社で内装資材の開発も
行い、施工者（職人）目線からより良い
内装資材、エンドユーザーが納得でき
る品質の高い資材を提供していく取り
組みを行っております。これからも、事
業環境を整え、地域に根付いたものづ
くりに貢献し、お客様に近い立場の施工
者（職人）として、お客様ニーズを的確
にとらえ、良い物を提供できるように努
めて参りますので、よろしくお願い致し
ます。

有限会社　中部ワークス

代 表 者  河端　三郎
業　　種 内装仕上工事
住　　所 白山市横江町1580-1
T　E　 L 076-274-1300
F　A　X 076-274-4780
U　R　L http://chubu-works.co.jp
E - m a i l  chubu-works@miracle.ocn.ne.jp

8

浪漫遊
●

イオン
御経塚
●

ニトリ
●

AOKI
●

上荒屋横江北鉄工団地東 御経塚中御経塚西 御経塚

中部ワークス

194

　今年も残すところ半月ほどとなりました。皆さ
まにとって、今年はどんな一年でしたでしょうか。
私は今までにない一年となりました。新しい年は
良い年にしたいものです。冬の寒さに負けず、健
やかな年末年始をお迎え下さい。
　皆様のご意見・ご感想が励みになります。是非、
担当までメールでお知らせ下さい。お待ちしてお
ります。 （竹田）

E-mail：takeda@hakusancci.or.jp

編集後記

〒924-0032　白山市村井町152-2
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で
は
ピ
カ
ソ
や
シ
ャ
ガ
ー
ル
等
の
絵
画
の

展
示
が
行
わ
れ
て
お
り
、企
画
展
で
は「
素

材
と
対
話
す
る
ア
ー
ト
と
デ
ザ
イ
ン
」等

を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

二
箇
所
を
視
察
、見
学
し
た
後
、白
山

市
内
に
戻
っ
て
き
て
、フ
ラ
ン
ス
料
理
の

ヴ
ォ
ワ
・
ラ
ク
テ
に
お
い
て
懇
親
を
深
め

ま
し
た
。

製
造
業
部
会

大
根
寿
し
づ
く
り
教
室

郷
土
料
理
　
大
根
寿
し
を
学
ぶ

　
十
一
月
十
九
日（
日
）、
製
造
業
部
会 

（
水
越
裕
治
部
会
長
）で
は
、恒
例
事
業
で

あ
る
市
民
と
の
交
流
事
業「
大
根
寿
し 

づ
く
り
教
室
」
を
今
年
も
倉
部
町
の
㈱ 

銭
福
屋
に
て
開
催
し
、市
民
四
十
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
㈱
銭
福
屋 

会
長
の
西
竹
弘
明
氏
が 

講
師
を
務
め
、ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら

郷
土
料
理
で
あ
る「
大
根
寿
し
」の
作
り

方
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、講
師
の
説
明
を
聞
き
な
が

ら
、実
際
に
第
一
工
程
で
あ
る
大
根
の
塩

漬
け
作
業
ま
で
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
漬
け
は
、一
週
間
後
の
作
業
に
な
る

為
、本
漬
け
の
工
程
で
あ
る
身
欠
に
し
ん

の
切
り
方
、乾
燥
麹
の
発
酵
の
仕
方
、唐

辛
子
の
量
に
よ
る
好
み
の
辛
さ
の
調
整
や

本
漬
け
の
際
の
注
意
点
に
つ
い
て
講
師
が

実
演
し
な
が
ら
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
一
週
間
後
に
各
家
庭
で
、

本
漬
け
作
業
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、メ
モ
を
取
り
な
が
ら
真
剣
に
説
明

を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
各
家
庭
で
の
、大
根
寿
し
の
完
成
が
楽

し
み
で
す
。

青
年
部
だ
よ
り

十
一
月
例
会

【
商
品
開
発
で
地
域
の
魅
力
再
発
見
】

　

十
一
月
二
十
七
日（
月
）、当
所
青
年
部

（
本
田
清
成 

会
長
）は
当
所
三
階
研
修
室

に
て
十
一
月
例
会
を
開
催
し
、メ
ン
バ
ー

三
十
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

例
会
で
は【
商
品
開
発
で
地
域
を
活
性

化
さ
せ
る
】と
題
し
、講
師
に
㈱
Ａ
ｎ
ｔ
ｅ

代
表
取
締
役　

中
巳
出　

理 

氏
を
お
招

き
し
、商
品
開
発
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
を

中
心
に
ご
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
商
品
開
発
に
は
付
加
価
値
を
つ
け
る

こ
と
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
し
、

地
域
の
特
産
品
を
使
用
し
な
が
ら
ス
ト
ー

リ
ー
性
を
設
け
る
こ
と
で
地
域
の
方
が
地

元
の
良
さ
を
再
認
識
し
、発
信
し
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。

　

他
に
も
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
や
ネ
ー

ミ
ン
グ
に
は
徹
底
的
に
こ
だ
わ
り
、メ
デ

ィ
ア
が
飛
び
つ
く
よ
う
な
企
画
立
案
が
必

要
で
あ
る
と
し
、参
加
者
は
自
社
繁
栄
に

つ
な
が
る
ヒ
ン
ト
を
探
り
ま
し
た
。

女
性
会
だ
よ
り

い
し
か
わ
の
伝
統
発
酵
食
を
体
験

　

当
所
女
性
会（
池
元
こ
と
み
会
長
）は
、

十
一
月
十
四
日（
火
）、
四
十
萬
谷
本
舗 

弥
生
本
店（
金
沢
市
）に
お
い
て
、研
修
会

「
か
ぶ
ら
寿
し
漬
け
込
み
体
験
」を
開
催
し
、

会
員
十
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、初
め
に
お
座
敷
で
数
種
類

の
お
漬
物
を
試
食
し
な
が
ら
発
酵
食
に 

つ
い
て
の
講
習
を
受
け
ま
し
た
。
漬
け
込

み
体
験
は
、店
舗
内
の
土
間
に
移
動
し
、

説
明
を
聞
き
な
が
ら
、用
意
さ
れ
た
材
料

を
桶
に
漬
け
込
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、自
宅
で
大
根
を
漬
け

る
場
合
の
重
石
に
つ
い
て
や
、温
度
管
理

に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
、発
酵
食
に
対

す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

　

自
分
で
漬
け
た
桶
を
受
取
り
、出
来
上

が
り
を
楽
し
み
に
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

第
二
十
七
回
会
員
大
会  

盛
大
に
開
催
！

　

十
一
月
二
十
日（
月
）、グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
白
山
に
お
い
て
、当
所
の
第
二
十
七
回

会
員
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、石
川
県
知
事
代
理
の
安
田
秀

樹
県
商
工
労
働
部
次
長
や
白
山
市
の
井
田

副
市
長
を
は
じ
め
多
数
の
ご
来
賓
を
迎
え
、

約
一
七
〇
名
を
超
え
る
会
員
が
出
席
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
髙
松
会
頭
よ
り
、 

「
我
が
商
工
会
議
所
と
致
し
ま
し
て
は 

六
月
に『
新
幹
線
白
山
総
合
車
両
所
活
用

に
か
か
る
提
言
』を
い
た
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、八
月
に
は『
道
の
駅 

め
ぐ
み
白
山
』

の
運
営
を
担
う
会
社
が
行
政
、経
済
界
を

含
め
た
オ
ー
ル
白
山
の
体
制
で
設
立
さ
れ
、

今
も
建
設
の
鎚
音（
つ
ち
お
と
）が
聞
こ
え

て
来
て
お
り
、『
白
山
総
合
車
両
所
の
活
用
』

『
道
の
駅
開
業
』に
向
け
て
会
議
所
と
し
て

努
力
を
惜
し
ま
な
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、白
山
市
で
は
新
た
に「
中
小
企

業
振
興
計
画
」の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す

が
、地
域
経
済
の
根
幹
を
占
め
る
中
小
企

業
が
健
全
に
経
済
活
動
を
進
め
ら
れ
る
よ

う
具
申
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
の
三
期
目
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
も
掲
げ

ま
し
た
が
、会
員
事
業
所
役
員
、従
業
員

の
健
康
増
進
を
奨
励
し
、事
業
の
健
全
な

発
展
、生
産
性
の
向
上
に
寄
与
す
る
べ
く

『
健
康
経
営
』を
推
進
し
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、広
く
地
域
と

共
に
歩
む「
開
か
れ
た
市
民
会
議
所
」を

合
言
葉
に
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。」と
式
辞
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
引
き
続
き
、永
年
勤
続
従
業
員

表
彰
が
行
わ
れ
、十
九
名
の
方
々
が
表
彰

さ
れ
、勤
続
三
十
年
表
彰
の
㈱
ニ
シ
ム
ラ

自
動
車
商
会
の
松
中
宏
充
さ
ん
が
、受
賞

者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・

キ
ャ
ス
タ
ー
の
蟹
瀬　

誠
一
氏
を
お
迎
え

し
、『
激
動
す
る
世
界
経
済
と
日
本
の
行

方
』と
題
し
て
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

終
了
後
、交
流
パ
ー
テ
ィ
が
同
会
場
に

て
開
催
さ
れ
、参
加
者
は
懇
親
を
深
め
ま

し
た
。

◆
永
年
勤
続
従
業
員
表
彰

 （
敬
称
略
・
勤
続
年
数
順
）

勤
続
年
数
三
十
年
以
上

（
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
・

白
山
商
工
会
議
所
会
頭
連
名
表
彰 

二
名
）

松
中　

宏
充 

㈱
ニ
シ
ム
ラ
自
動
車
商
会

河
畑　

吉
宗 

㈱
ニ
シ
ム
ラ
自
動
車
商
会

勤
続
年
数
二
十
年
以
上

（
白
山
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰　

九
名
）

下
道　

彰
一 

協
和
道
路
㈱

山
内　

健
三 

北
本
運
輸
㈱

谷
村　

康
裕 

㈲
坂
上
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス

堀　
　

敏
成 

㈱
天
祥
閣

中
川　

悦
子 

松
矢
精
工
㈱

寺
西　

優
子 

㈱
永
井
鉄
工
所

中
川　

雅
人 
荒
木
工
業
㈱

横
山　

由
裕 
白
山
商
工
会
議
所

杉
野　
　

健 
白
山
商
工
会
議
所

勤
続
年
数
十
年
以
上

（
白
山
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰　

五
名
）

的
場　
　

卓 

セ
ン
タ
ー
リ
バ
ー
㈱

橋
場　

俊
之 

㈱
天
祥
閣

村
中　

高
志 

㈱
天
祥
閣

小
坂
小
百
合 

㈱
ヒ
サ
ヤ
ス

木
原　

秀
樹 

島
畑
商
事
㈱

勤
続
年
数
五
年
以
上

（
白
山
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰　

三
名
）

牧　
　

友
恵 

島
畑
商
事
㈱

駒
井　

良
夫 

加
賀
運
送
㈱

星
野　

啓
一 

㈱
北
紙

建
設
産
業
業
部
会

視
察
研
修
会・親
睦
会
実
施

　

十
一
月
十
七
日（
金
）建
設
産
業
部
会

（
河
端
部
会
長
）は
、会
員
十
七
名
の
参
加

で
株
式
会
社
ハ
ナ
ガ
タ
、富
山
県
美
術
館

の
視
察
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
ハ
ナ
ガ
タ
は
包
装
機
械
製
造

メ
ー
カ
ー
で
企
画
・
設
計
・
塗
装
・
組
立
・ 

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
の
一
貫
生
産
を
行
っ

て
お
り
、そ
の
中
で
も
Ｌ
型
自
動
包
装
機

の
シ
ェ
ア
は
７
割
を
占
め
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
機
械
の
デ
モ
展
示
コ
ー
ナ
ー
で

は
、お
菓
子
や
化
粧
品
の
シ
ュ
リ
ン
ク（
商

品
を
専
用
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ム
で

包
み
、そ
の
形
状
に
密
着
さ
せ
る
包
装
）

す
る
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

富
山
県
美
術
館
は
、コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

自身の経験を踏まえながら説明する中巳出 氏
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友
好
コ
ー
ナ
ー

藤
枝
商
工
会
議
所
を
知
ろ
う
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市
議
会
産
業
建
設
常
任
委
員
会
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催
　

白
山
市
経
済
団
体
連
絡
協
議
会

　

十
一
月
三
十
日（
木
）、白
山
市
役
所
に

お
い
て
、
白
山
商
工
会
議
所
と
美
川
・

鶴
来
・
白
山
商
工
会
で
組
織
す
る
白
山
市

経
済
団
体
連
絡
協
議
会
と
市
議
会
産
業

建
設
常
任
委
員
会
と
の
意
見
交
換
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、髙
松
会
頭
、

福
田
・
松
本
・
小
柳
副
会
頭
を
は
じ
め
各

商
工
会
役
員
が
出
席
し
、「
白
山
市
に
お

け
る
経
済
界
を
取
り
巻
く
課
題
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
、来
春
開
業
予
定
の
道
の
駅

め
ぐ
み
白
山
及
び
、北
陸
新
幹
線
白
山
総

合
車
両
所
を
活
用
し
た
地
域
振
興
に
つ
い

て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

友
好
商
工
会
議
所
提
携
を
結
ん
だ
静
岡

県
藤
枝
商
工
会
議
所
に
つ
い
て
、今
月
は

会
員
企
業
従
業
員
表
彰
式
と
会
員
交
流
会

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
四
十
四
回　

会
員
企
業
従
業
員
表
彰
式

第
二
十
六
回　
会
員
交
流
会
～
憩
い
の
夕
べ
～

十
一
月
二
十
九
日（
水
）

　

労
働
環
境
委
員
会
の
主
管
に
よ
る

「
会
員
企
業
従
業
員
表
彰
式
」を
開
催
し

ま
し
た
。
毎
年
会
員
事
業
所
の
福
利
厚
生

の
一
環
と
し
て
行
っ
て
お
り
、今
年
度
は

十
六
事
業
所
か
ら
三
十
四
名
の
従
業
員
が

推
薦
さ
れ
、山
田
会
頭
よ
り
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

従
業
員
表
彰
式
の
後
、「
会
員
交
流
会

～
憩
い
の
夕
べ
～
」を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、歌
真
呂
＆

レ
デ
ィ
ー
エ
リ
カ
に
よ
る
も
の
ま
ね
ド
リ

ー
ム
S
H
O
W
。当
日
は
約
百
七
十
名
の

会
員
事
業
所
の
方
々
が
参
加
し
、楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

絵
画
科
教
授
に
就
任
し
ま
す
が
、
こ
れ
に

は
松
本
白
華
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
七
年
間
の
教
職
の
か
た

わ
ら
、
玄
山
と
号
し
て
画
業
の
研
鑚
に
励

ん
だ
結
果
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
全
国

絵
画
共
進
会
及
び
秋
季
美
術
展
に
お
い
て

一
等
を
受
賞
、
京
都
で
の
日
本
美
術
協
会

展
や
金
沢
の
北
陸
絵
画
共
進
会
展
等
で
連

続
受
賞
し
、
画
家
と
し
て
の
ゆ
る
ぎ
な
い

地
位
を
築
き
ま
し
た
。

　

明
治
三
十
八
年
に
は
妻
の
ひ
な
に
先
立

た
れ
ま
し
た
が
、
翌
年
に
京
都
市
西
洞
院

町
竹
内
達
三
郎
三
女
の
な
お
と
再
婚
し
、

次
男
も
誕
生
し
ま
し
た
。

　

四
十
四
年
、
当
時
伏
見
三
十
六
連
隊
長

で
あ
っ
た
久
邇
宮
邦
彦
殿
下
に
初
め
て

二
幅
の
献
上
画
を
描
い
て
以
来
、
閑
院
宮

家
、
朝
香
宮
家
、
東
久
邇
宮
家
な
ど
多
く

の
皇
族
か
ら
御
下
命
を
受
け
、
献
上
し
た

作
品
は
三
十
点
余
り
に
な
り
ま
す
。
な
か

で
も
大
正
十
三
年（
一
九
二
四
）に
皇
太
子

（
昭
和
天
皇
）
の
ご
成
婚
に
際
し
献
上
し
た

孔
雀
図
二
幅
が
、
御
物
と
し
て
宮
中
に

納
め
ら
れ
た
こ
と
は
彼
に
と
っ
て
一
代
の

名
誉
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
玄
山
は
、
伝
統
的
写
生
の

円
山
四
条
派
と
豪
放
な
鈴
木
派
の
技
法
を

学
ん
だ
う
え
で
、
中
国
北
宗
画
や
狩
野
派

の
細
密
画
法
も
駆
使
し
、
彩
色
豊
か
な

独
自
の
画
風
を
開
き
、
す
ぐ
れ
た
作
品
を

生
み
出
し
ま
し
た
。
青
緑
山
水
図
や
人
物

画
、
孔
雀
図
を
得
意
と
し
、
特
に
孔
雀
図

に
つ
い
て
は
、
京
都
の
自
宅
に
六
年
間
孔

雀
を
飼
っ
て
、
そ
の
姿
態
を
つ
ぶ
さ
に
研

師
が
上
京
し
た
た
め
、
同
門
の
津
田
九
遷

（
つ
だ
き
ゅ
う
せ
ん
）
に
師
事
し
ま
す
。

と
こ
ろ
が
一
年
余
り
で
九
遷
の
行
方
が

分
か
ら
な
く
な
っ
た
た
め
、
当
時
飛
騨

高
山
か
ら
金
沢
に
来
て
画
塾
を
開
い
て
い

た
四
条
派
の
画
家
・
垣
内
右
嶙
（
か
い
と

ゆ
う
り
ん
）
に
師
事
し
ま
し
た
。
こ
の

頃
に
は
右
遷
（
ゆ
う
せ
ん
）
と
い
う
号
で

数
々
の
作
品
を
手
が
け
て
い
た
ら
し
く
、

共
進
絵
画
展
や
青
年
絵
画
展
に
出
品
し
、

褒
状
を
受
け
る
こ
と
も
多
々
あ
っ
た
と
い

い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
、
祖
父
の
家
業
を
継
ぎ
、
中

町
の
春
田
屋
染
物
店
で
、
小
紋
染
め
の
模

様
絵
を
描
い
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

同
僚
に
は
、
同
じ
く
の
ち
に
画
家
と
な
る

阿
閉
雲
崕（
あ
と
じ
う
ん
が
い
）も
い
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
十
九
年
に
は
、
茶
屋
町
の
吉
田
徳

次
郎
長
女
の
ひ
な
と
結
婚
、
一
男
五
女
を

も
う
け
ま
し
た
。

　

し
か
し
五
年
後
の
明
治
二
十
四
年
八
月
、

右
嶙
が
六
十
七
歳
で
没
す
る
と
、
画
業
へ

の
志
を
捨
て
き
れ
ず
、
本
誓
寺
の
松
本
白

華
に
相
談
、
彼
の
援
助
を
得
て
、
つ
い
に

明
治
三
十
一
年（
一
八
九
八
）十
月
、
京
都

に
出
、
鈴
木
派
の
大
家
と
し
て
名
を
は
せ

て
い
た
鈴
木
松
年（
し
ょ
う
ね
ん
）の
門
を

叩
き
ま
す
。

京
都
で
の
活
躍

　

翌
三
十
二
年
か
ら
は
真
宗
京
都
中
学
の

雅
の
道
に
生
き
よ
う
と
、
加
賀
藩
士
で

人
物
画
を
得
意
と
し
た
画
家
・
村
田
千
里

（
芝
園
）に
師
事
し
ま
し
た
。
号
を
作
春
道

人
、
字
を
子
道
信
成
と
名
乗
り
ま
し
た
が
、

生
計
を
立
て
る
た
め
や
む
な
く
松
任
で
盛

ん
で
あ
っ
た
、
染
物
の
模
様
染
業
を
始
め

た
と
い
い
ま
す
。

　

祖
父
の
喜
右
衛
門
も
同
じ
く
村
田
千
里

に
師
事
し
、
号
を
喬
雲
、
字
を
誠
玉
信
藤

と
名
乗
り
な
が
ら
、
染
模
様
業
に
従
事
し

て
い
ま
し
た
。
明
治
に
入
り
、
苗
字
を

屋
号
の
鍛
冶
屋
か
ら
改
め
て
梶
野
と
し
ま

し
た
。

　

父
の
喜
八
も
雪
蕉
と
号
し
、
金
沢
の

画
家
・
池
田
九
華（
い
け
だ
き
ゅ
う
か
）に

師
事
し
な
が
ら
、
家
業
に
従
事
し
て
い
ま

し
た
が
、
幼
い
定
吉
を
残
し
て
明
治
三
年
、

二
十
五
歳
の
若
さ
で
死
去
し
ま
す
。

京
都
へ
の
遊
学
ま
で

　

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
は
、
母
の

ひ
な
が
死
去
し
、
定
吉
は
祖
父
母
の
手
で

養
育
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
六
歳
の

こ
ろ
か
ら
、
漢
書
や
絵
画
の
手
ほ
ど
き
を

祖
父
か
ら
受
け
ま
し
た
が
、
喜
右
衛
門
は

職
人
気
質
だ
っ
た
ら
し
く
、
一
度
教
え
た

こ
と
は
二
度
と
教
え
な
か
っ
た
と
い
い
ま

す
。

　

八
歳
で
小
学
校
へ
入
学
し
、
十
二
才
で

当
時
の
中
等
教
育
を
終
え
る
と
、
十
三
歳

よ
り
、
金
沢
の
飯
田
華
亭
（
い
い
だ
か
て

い
）
に
画
を
学
び
ま
す
が
、
一
年
余
り
で

松
任
の
歴
史
と
文
化

 
第
二
十
七
回「
松
任
の
文
化
人
」そ
の
⑤ 

梶
野
玄
山（
か
じ
の
げ
ん
ざ
ん
）

　

梶
野
玄
山
は
本
名
を
定
吉（
さ
だ
き
ち
）

と
い
い
、
西
新
町
で
染
物
業
を
営
む
鍛
冶

屋
喜
八
・
ひ
な
夫
妻
の
一
人
息
子
と
し
て
、

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
九
月
十
四
日
に

生
ま
れ
ま
し
た
。

梶
野
家
の
家
系

　

玄
山
自
ら
が
記
し
た「
梶
野
家
系
譜
」に

よ
る
と
、
先
祖
は
桃
山
時
代
の
こ
ろ
和
泉

国
堺
で
刀
鍛
冶
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

藩
政
時
代
に
な
っ
て
松
任
へ
移
住
し
、
刀

槍
や
農
具
を
造
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い

ま
す
。

　

高
祖
父
・
喜
兵
衛
ま
で
は
鍛
冶
屋
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
曽
祖
父
の
喜
右
衛
門
は
、

画
を
描
く
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
た
め
、
風

究
し
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
孔
雀
が
死
ん
だ

と
き
玄
山
は
涙
を
流
し
て
悲
し
ん
だ
と
い

う
逸
話
が
残
っ
て
い
ま
す
。

白
山
市
指
定
有
形
文
化
財「
老
松
孔
雀
図
」

　

玄
山
は
温
厚
篤
実
で
い
つ
も
微
笑
み
を

絶
や
さ
な
い
親
し
み
や
す
い
人
物
で
あ
っ

た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
仙
雲
と
い
う

俳
号
を
持
つ
な
ど
、
俳
句
や
漢
詩
な
ど
に

も
造
詣
が
深
く
、
篆
刻
に
至
っ
て
は
自
身

の
印
章
を
全
て
手
作
り
す
る
な
ど
、
玄
人

は
だ
し
の
腕
前
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
人
柄
も
あ
っ
て
か
、
京
都

を
は
じ
め
大
阪
、
奈
良
、
滋
賀
な
ど
京
阪

各
地
で
画
会
が
も
た
れ
る
な
ど
、
名
声
も

年
と
と
も
に
高
ま
り
ま
し
た
。

　

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
十
月
七
日
、

京
都
に
て
長
逝
し
ま
す
。
享
年
七
十
二
才

で
し
た
。

﹇
白
山
市
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財

保
護
課
﹈
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平
成
二
十
九
年
度
法
務
大
臣
表
彰

　

こ
の
度
、当
所
評
議
員
の
増
田
健
治
氏

（
増
次
商
店
代
表
）が
保
護
司
と
し
て
平
成

七
年
六
月
の
法
務
大
臣
委
嘱
以
来
、永
年

に
わ
た
り
非
行
・
犯
罪
等
の
予
防
活
動
や
、

罪
を
犯
し
た
人
の
更
生
改
善
に
尽
く
し
た

な
ど
、更
生
保
護
の
諸
活
動
に
尽
力
さ
れ
、

数
多
く
の
対
象
者
の
更
生
に
寄
与
さ
れ
た

功
績
に
よ
り
法
務
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　 

白
山
市
　
仕
事
と
生
活
が

　 

調
和
す
る
優
良
事
業
所
表
彰

　

十
一
月
二
十
九
日（
水
）、市
役
所
に
て 

白
山
市 

仕
事
と
生
活
が
調
和
す
る
優
良

事
業
所
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、二
事
業
所

が
山
田
憲
昭
市
長
よ
り
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、従
業
員
が
生
き
生
き
と

働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
、雇
用
環
境
の
整

備
に
積
極
的
に
取
り
組
む
事
業
所
が
対

象
で
残
業
短
縮
や
育
児
休
業
、介
護
休
日

の
充
実
や
パ
ー
ト
・
派
遣
社
員
の
正
社
員

登
用
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
事
業
所
を

顕
彰
す
る
の
が
狙
い
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
受
賞
し
た
事
業
所
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

（
株
）国
土
開
発
セ
ン
タ
ー（八

束
穂
三
丁
目
）

（
株
）ト
ラ
ン
テ
ッ
ク
ス 

 （
徳
丸
町
）

   

第
二
十
七
回
珠
算
競
技
大
会
開
催
　

   

二
〇
一
七
年
全
国
そ
ろ
ば
ん
コ
ン
ク
ー
ル　　

　

本
所　

白
山
珠
算
連
盟

　

十
二
月
三
日（
日
）、松
任
公
民
館
に
て
、

白
山
珠
算
連
盟
主
催
の
珠
算
競
技
大
会
が

開
催
さ
れ
、白
山
市
内
お
よ
び
近
隣
の
珠

算
塾
よ
り
百
七
名
の
選
手
が
、日
頃
の
練

習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

小
学
校
一
年
生
以
下
の
部
か
ら
、中
学

生
以
上
の
部
ま
で
七
部
門
に
分
か
れ
、全

員
が
全
国
共
通
の
問
題
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

ま
た
、競
技
の
後
に
は
ビ
ン
ゴ
大
会
も
行

わ
れ
、選
手
、応
援
の
保
護
者
も
交
え
楽

し
み
ま
し
た
。

各
部
門
の
優
勝
・
準
優
勝
者
は
次
の
通
り

小
学
校
一
年
生
以
下
の
部

　

優　

勝
・
末
信　

步
（
浜
小
）

　

準
優
勝
・
堀
村　

香
漣
（
金
大
付
属
小
）

小
学
校
二
年
生
の
部

　

優　

勝
・
長
谷
田　

侑
士
（
中
島
小
）

　

準
優
勝
・
山
本　

音
寧
（
富
陽
小
）

小
学
校
三
年
生
の
部

　

優　

勝
・
原
本　

悠
那
（
伏
見
台
小
）

　

準
優
勝
・
村
山　

陽
紀
（
浜
小
）

小
学
校
四
年
生
の
部

　

優　

勝
・
山
本　

雄
太
郎
（
浜
小
）

　

準
優
勝
・
田
中　

咲
（
東
明
小
）

小
学
校
五
年
生
の
部

　

優　

勝
・
村
山　

舞
（
浜
小
）

　

準
優
勝
・
中
村　

萌
々
（
富
陽
小
）

小
学
校
六
年
生
の
部

　

優　

勝
・
村
岡　

裕
介
（
旭
丘
小
）

　

準
優
勝
・
麻
田　

海
吏
（
広
陽
小
）

中
学
生
以
上
の
部

　

優　

勝
・
野
田　

祐
玄
（
北
辰
中
）

　

準
優
勝
・
石
崎　

瑛
士
（
北
辰
中
）

　
石
川
県
大
会
一
位
　

小
学
校
二
年
生
の
部

　

長
谷
田　

侑
士
（
中
島
小
）

小
学
校
三
年
生
の
部

　

原
本　

悠
那
（
伏
見
台
小
）

中
学
生
二
年
生
の
部

　

野
田　

祐
玄
（
北
辰
中
）

　

コ
ン
ク
ー
ル
の
成
績
は
、県
珠
算
連
盟

へ
送
ら
れ
、県
内
順
位
が
付
け
ら
れ
ま
す
。

白
山
か
ら
は
小
学
校
二
年
生
の
部
、小
学

校
三
年
生
の
部
、中
学
校
二
年
生
の
部
の

三
部
門
で
、県
内
一
位
と
な
り
ま
し
た
。

今回の調査結果のポイント
「業況DIは、改善。先行きは持ち直しへ
の期待感みられるも、ほぼ横ばい」

商工会議所早期景気観測

LOBO調査
調査期間:
2017年11月14日～20日
調査対象:全国の422商工会議所が
3,865企業にヒアリング

◆全国の業況
　11月の全産業合計の業況DIは、▲14.9と、前月から＋1.1
ポイントの改善。電子部品、自動車、産業用機械関連を中心に
製造業が全体を牽引したほか、インバウンドを含む観光需要の
拡大や、消費の持ち直しを指摘する声が聞かれた。他方、人手
不足の影響拡大や、仕入価格、運送費の上昇、消費者の節約
志向が引き続き中小企業のマインドに影響を及ぼしており、業
況改善に向けた動きは力強さを欠いている。
　先行きについては、先行き見通しDIが▲15.4（今月比▲0.5
ポイント）とほぼ横ばいを見込む。輸出や設備投資の堅調な推移、
個人消費の持ち直し、インバウンドを含めた観光需要拡大、経
済対策・補正予算などへの期待感がうかがえる。他方、深刻な
人手不足の影響拡大や、原材料費・運送費の上昇などを懸念す
る声もあり、中小企業の業況感はほぼ横ばいで推移する見通し。
◆北陸信越の概況
○全産業の業況DIは、前月と比べ改善。産業別にみると、建
設業で横ばい、卸売業で悪化、その他の3業種で改善した。各
業種から寄せられたコメントは以下のとおり。
○「鉄鋼などの原材料価格の上昇分について、取引先との価
格転嫁交渉が進み、採算は改善した。取引先の設備投資意欲
も堅調なため、売上も高水準を維持している」（産業用機械製
造業）、「インバウンド需要は堅調だが、国内需要は勢いが無く、
売上は前年比横ばいにとどまった。市内にてプレミアム付商品
券が発行されたこともあり、年末年始に向けて、国内需要獲得
を図る」（飲食業）、「前月の台風や長雨の影響から仕入価格が
上昇しているが、消費者の購買意欲減退を懸念して、値上げに
は踏み切れない」（農産物卸売業）
○業況の先行き見通しDIは、全産業では今月と比べ改善の見
込み。産業別にみると、製造業、卸売業、小売業で改善、その
他の2業種で悪化の見込み。

◆産業概況
　産業別にみると、今月の業況DIは前月に比べ、卸売業で悪化、
その他の4業種で改善した。各業種から寄せられた特徴的なコ
メントは以下のとおり。

【建設業】「ホテル建設などの民間工事が堅調なため、売
上は改善しているが、合板や鋼材を始めとする建材価格
上昇の価格転嫁には苦戦している」（建築工事業）、「人手
不足で受注制限せざるを得ず、売上は伸び悩んだ。下
請事業者の人手不足の影響から、下請先の確保にも難
航している」（一般工事業）

【製造業】「アジア、EUを始めとした旺盛な海外需要に加え、
国内でも新車などの引き合いが強く、売上は改善した」（自動
車部品製造業）、「原材料価格や燃料費、運送費の上昇が見
られるものの、販売先の設備投資意欲が引き続き好調なため、
売上・採算ともに改善した」（産業用機械製造業）、「不漁の影
響から原材料価格が高騰しており、採算は悪化した。だが、
来年からの価格転嫁については、多くの取引先の合意が取
れたため、今後採算は改善する見通し」（水産食料品製造業）
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【サービス業】「イベントの開催等により、インバウンドを含む宿
泊客数が増加し、売上は改善。年末年始に向け観光客数が増加す
るため、さらなる売上増が見込める」（宿泊業）、「パート・アルバイト
不足のため、席数を絞って営業せざるを得ず、売上は伸び悩んだ。
農水産物の仕入価格上昇により、収益も圧迫されている」（飲食業）

【小売業】「インバウンド需要が継続していることに加え、
株高を背景に富裕層消費も伸び、高額品の売上が改善し
た。急激な気温低下から冬物衣料にも動きが見られる」（百
貨店）、「天候が落ち着き、来店客数は例年並みになってき
たものの、低価格志向が根強く、売上改善にはつながら
なかった。様々なイベントを企画し、消費者の嗜好をつか
むことで、年末商戦では売上拡大を図る」（化粧品小売業）

【卸売業】「生産性向上を目的とした設備投資案件が増加
し、売上は改善したが、運送費や仕入価格、人件費など
の上昇により、収益は圧迫されている」（産業用機械卸売
業）、「建設業からの引き合いは多いが、米ハリケーン被
害に伴う復興需要やカナダの山火事の影響から、米国
産木材の価格が急激に上昇したため、価格転嫁が間に
合わず採算悪化となった」（建設資材卸売業）

増田健治氏
増次商店　代表

◆申込方法
掲載希望月の前々月末日頃までに
下記までご連絡下さい。
【お問合せ】当所総務課まで　ＴＥＬ２７６－３８１１

「会員紹介コーナー」への
掲載事業所を募集しています

掲載は無料！

掲載希望月の前々月末日頃までに

ＴＥＬ２７６－３８１１

掲載事業所を募集しています
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無料個別相談 日時 会場 相談員 備考

金融なんでも相談 1月16日（火）
10: 00～12:00 白山商工会議所

３階研修室

日本政策金融公庫
担当者 1月15日（月）

16時までに
要予約。無料法律相談 1月16日（火）

13:00～15:00
弁護士法人金沢税務法律事務所
担当者

詳細につきましては、同封のチラシをご覧ください。
セミナー・無料個別相談ともにお申込み、問合せは、当所経営支援課まで、電話２７６－３８１１

（単位:千円）白山商工会議所の取扱い融資状況 業種欄:上段:当月分、下段:今年度累計
制　度　名 製造業 建設業 卸・小売業 サービス業 合 計

日本政策金融公庫
経営改善貸付

1 20,000 0 0 0 0 0 0 1 20,000
1 20,000 7 49,000 2 6,800 2 7,500 12 83,300

県追認小口融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

県経営安定支援融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 1 32,000 3 50,000 0 0 4 82,000

県事業転換支援融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

県地域商工業
活性化融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 12,000 2 18,500 0 0 2 6,600 5 37,100

県小口零細融資 0 0 0 0 0 0 2 17,500 2 17,500
0 0 6 18,700 1 5,000 5 25,650 12 49,350

県創業者支援資金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

県経営力強化保証 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市中小企業
経営安定融資

0 0 1 4,000 0 0 0 0 1 4,000
0 0 1 4,000 0 0 0 0 1 4,000

市中小企業
特別支援資金

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市中小企業
創業者支援融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合         計 1 20,000 1 4,000 0 2 17,500 4 41,500
2 32,000 17 122,200 6 61,800 9 39,750 34 255,750

平成29年11月末日現在個別相談会とセミナー開催のご案内

●日　時 1月23日（火）　午後1時30分～5時
●場　所 白山商工会議所　3階研修室
●講　師 林　忠史氏（㈲マスエージェント代表取締役）
●受講料 会員：無料／非会員：5，000円（テキスト含）
●定　員 30名
●内　容 半日でわかる経理の実務とポイント

いきなりでも大丈夫！
明日から経理が出来る、経理入門セミナー

●日　時 1月31日（水）
 2月 6日（火）・2月13日（火）・2月20日（火）
 3月 7日（水）
 午後6時30分～8時30分
●場　所 白山商工会議所　3階研修室
●講　師 近藤　修司氏
 （㈱四画面思考研究所　代表）
●受講料 10，000円（全5回分）
●定　員 15名
●内　容 経済構造が変化する中で、中小企業が

生き残る為に、思考法、行動法を学び、
機会を確実にものにする人・組織づく
りに活かします。

経営革新　はくさん元気塾
（5日間シリーズ）

●日　時 1月26日（金）　午後2時～3時30分
●場　所 白山市民交流センター　4階
●講　師 髙井　和男　税理士
●受講料 無料
●内　容 平成29年分青色申告の決算について
※お問合せは、松任税務署（℡:276－2345）
又は当所経営支援課まで

青色申告決算説明会

●日時・内容 初心者向けITミニセミナー
　Facebook 初級講座　1月29日（月）
　Facebook 中級講座　1月30日（火）
　Twitter 初級講座　2月 2日（金）
　Twitter 中級講座　2月 7日（水）
　Youtube 初級講座　2月13日（火）
　Youtube 中級講座　2月14日（水）
※時間はいずれも午後1時30分～4時30分
●場　所 白山商工会議所
 3階研修室
●受講料 無料
●定　員 各回　5名

ITミニセミナー

●試験日 2月25日（日）
●時　間 3級　9時～
 2級　13時30分～
●受験料 2級　4，630円
 3級　2，800円
●場　所 白山商工会議所
●申込期間 12月18日（月）～1月26日（金）

※9時～17時まで（土日祝祭日を除く）

第148回 日商簿記検定試験のご案内
●日　時 2月8日（木）　午後2時～4時
●場　所 白山商工会議所　３階研修室
●講　師 フォトグラファー　渕上　真由　氏
 （（一社）フォトコミュニケーション協会）
●受講料 会員：無料／非会員3，000円
●定　員 30名
●内　容 お客さまが欲しくなる写真の「撮り方」

と「基本」のテクニックをお伝えします。

デジカメ・スマホ上手な写し方

各種無料個別相談会一覧表

１２月  
19日（火） 金融なんでも相談
 金融審査委員会
 無料法律相談
20日（水） 卸小売業部会企画委員会
 正副会頭会議
 白山市への要望書提出
22日（金） 青年部 1月正副会長会議
28日（木） 仕事納め

H30年１月 
4日（木） 仕事始め
 新年互礼会
 青年部 1月理事会
12日（金） 正副会頭会議
16日（火） 金融なんでも相談
 無料法律相談
19日（金） 金融審査委員会
22日（月） 青年部 2月正副会長会議

会議所の動き（12月 15日～ 1月 31日）
23日（火） 経理入門セミナー
26日（金） 青色申告決算説明会
 青年部 1月例会臨時総会・新年会
29日（月） 正副会頭会議
30日（火） 卸小売業部会懇談会 ・新年会
31日（水） サービス業部会役員新年会
 経営革新はくさん元気塾（1回目）

1月以降の主な日程
2月 28日（水） 　総務委員会
3月 8日（木） 　常議員会
3月 29日（木） 　通常議員総会
4月 24日（火） 　議員・評議員懇談会

年末年始業務のご案内
12月29日（金）から新年1月3日（水）までの

期間は閉所とさせていただきます。




